
B-B’断面パース

中
庭
に
柔らかく光が差し込む

計画敷地は２つの公園と農場に囲まれている

現在は駐車場で公園のつながりや農園の活用が行われていない

公園を結ぶ畑を設け、緑を連続させる

畑の下に建築を潜り込ませるように建てることで

公園から畑までグラウンドレベルで連続する

建築に組み込まれた『食堂』『馬舎』『研究スペース』が

周囲の敷地に広がり、建物内に留まらない土地の活用ができる

ビニールハウスの三角屋
根
が

連
続
す
る

公園から畑へと緑の
道
が

続
く

食と農の結節点-畑と一体化した地域食堂の提案-
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研究概要：

研究目的：

研究成果：

苦労した点や感想など：

　宅地化が進み農地の減少する『鷺沼』において、こども達が農業と料理に触れられる『地域農園
食堂』を設計する。

　鷺沼の農地面積を増やすきっかけと、共働き世帯やひとり親家庭のこども達の居場所を作る。

この建築の持つ役割
①２つの公園と農地を連結させる散歩道（屋上部分）
②地元農業のノウハウを”地域で”継承していくためのハブ（屋上庭園）
③地域住民が働き、料理をし、ひとやすみに来る心の拠り所（地下建築部分）

　土地は最初から決めていましたが、研究テーマで悩む時間が多かったです。また、模型作成時
には優秀な後輩と頼もしい同期に助けられました。協力していただいた皆さん、ありがとうござい
ました。


